
まちの人口【住民基本台帳人口】（平成 22 年１月１日現在）

総人口 18,859 人（△ 20）　男 9,144 人（△ 9）　女 9,715 人（△ 11）　世帯数 6,965 世帯（△ 10）※（　）内は前月比

Public relations of Minami-aizu

新年のごあいさつ　　　　　　　　 　  ・・・②、③

平成 21 年分所得税・平成 22 年度分
　町県民税の申告相談がはじまります　 ・・・⑧～⑪

テレビについて、大切なお知らせです　 ・・・⑫、⑬

物産品の発送運賃が全国一律 500 円 
　～新物流システム構築事業～　 　　  ・・・⑭、⑮

ありがとうのメッセージ入賞作品集　　 ・・・⑯、⑰

『ただいまを言いたくて、おかえりを聞きたくて』

南会津やまなみ“泊”覧会　開催中 !!

http://www.yamahaku.jp/ 

検索

クリック！

やまはく

2010 年１月号 № 46

１１月３０日に舘岩地域の湯ノ花地区から木賊地区にいた

る町道唐沢線の開通式の様子。冬期間、通行止めとなって

いた湯ノ花温泉と木賊温泉間が橋とトンネルで結ばれ、尾

瀬国立公園の周遊観光路線として期待されます

祝 開通 町道唐沢線
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る
す
べ
て
の
努
力
と
英
知
を
結
び
つ
け
る

た
め
の
「
統
合
」
で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り

が
そ
れ
ぞ
れ
に
住
民
自
治
を
体
感
す
る

「
存
在
感
」
へ
と
つ
な
ぎ
、
そ
し
て
町
民

の
み
な
さ
ん
が
存
在
感
の
高
ま
り
を
共
鳴

し
あ
い
、
多
く
の
可
能
性
を
導
き
出
す
た

め
の
「
響
き
合
い
」
を
か
か
げ
、昨
年
は
、

混
沌
と
す
る
社
会
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
も

常
に
本
質
を
見
誤
ら
な
い
判
断
の
中
で
今

を
生
き
抜
く
逞
し
い
、
南
会
津
町
の
根
幹

を
築
い
て
行
け
る
よ
う
「
見
極
め
る
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
合
併
５
年
目
を
迎
え
た
南
会

津
町
の
新
年
は
「
志
と
行
動
」
を
テ
ー
マ

に
掲
げ
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

２
年
以
上
の
準
備
を
経
て
実
施
で
き
ま

し
た
「
南
会
津
や
ま
な
み
泊
覧
会
」
は
、

各
地
域
や
団
体
が
、
様
々
な
事
業
の
提
案

を
行
い
、自
発
的
発
展
支
援
事
業
と
し
て
、

66
も
の
事
業
展
開
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
南
会
津
や
ま
な
み
泊
覧
会
」
に
参
加

さ
れ
た
多
く
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
地
域
や

団
体
の
や
る
気
が
芽
生
え
た
と
の
お
話
を

数
多
く
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ

新
年 

　
　

明
け
ま
し
て

　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
年
の
テ
ー
マ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
志
と
行
動
』 　

平
成
22
年
の
新
春
を
寿
ぎ
、
謹
ん
で
町

民
の
み
な
さ
ま
が
限
り
な
く
平
安
に
包
ま

れ
た
充
実
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
念
じ

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ア
メ
リ
カ
で
オ
バ
マ
大
統
領

が
誕
生
し
、
史
上
初
の
黒
人
大
統
領
と
し

て
国
家
リ
ー
ダ
ー
の
地
位
に
立
ち
ま
し

た
。
ま
た
、
国
内
に
お
き
ま
し
て
も
、
民

主
党
を
中
心
と
し
た
鳩
山
内
閣
が
発
足

し
、
政
権
交
代
の
新
た
な
流
れ
が
生
ま
れ

ま
し
た
。

　

当
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
新
た
な
政
策

と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
定
額
給

付
金
に
つ
い
て
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

国
の
動
向
を
見
極
め
、
適
確
に
情
報
収
集

を
行
い
、
出
現
す
る
課
題
に
対
し
、
準
備

を
怠
ら
な
か
っ
た
成
果
と
し
て
全
国
に
先

駆
け
た
支
給
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
に
そ
の
時
々
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
、
一
年
間
の
指
標
と
し

て
テ
ー
マ
を
決
め
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と

共
有
し
な
が
ら
町
政
に
あ
た
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

南
会
津
町
が
誕
生
し
て
か
ら
、
分
散
す

今
年
の
テ
ー
マ
は
『
志
と
行
動
』

「
や
ま
は
く
」
が
も
た
ら
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
の
や
る
気
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南
会
津
町
長

　
　

湯
田 

芳
博

と
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が
着
実
に
そ
し
て
確

実
に
、
自
律
の
歩
み
が
始
ま
っ
た
も
の
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
一
年
は
、
こ
の
歩
み
が
、
よ
り

〝
志
〟
の
高
い
ス
テ
ー
ジ
へ
向
か
う
「
真
実
の
行

動
」
の
た
め
の
一
年
に
な
る
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

　

「
南
会
津
や
ま
な
み
泊
覧
会
」
の
当
事
者
と

し
て
得
た
成
功
体
験
は
、
町
民
み
な
さ
ん
の
財

産
と
な
り
、
ま
た
多
く
の
来
訪
者
と
の
交
わ
り

の
中
か
ら
出
来
た
絆
は
「
行
動
の
出
会
い
」
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

な
っ
て
、
親
か
ら
頂
い
た
命
の
輝
か
せ
合
い
と

い
う
、
逞

た
く
ま

し
い
地
域
の
創
造
力
へ
と
進
化
し
て

行
く
も
の
と
信
じ
ま
す
。

　

思
考
だ
け
で
地
域
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
思
考
し
た
こ
と
に
対
し
、
志
を
持
っ
て

行
動
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
豊
か
な
味
わ
い
の
あ

る
人
生
へ
と
通
じ
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。

　

金
融
問
題
を
は
じ
め
、
就
業
環
境
の
悪
化
に

よ
る
不
安
な
世
情
を
反
映
し
て
取
り
組
む
環
境

政
策
。
と
り
わ
け
、
化
石
燃
料
依
存
か
ら
の
脱

却
は
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
削
減
に
拍
車
を

か
け
、
間
伐
に
よ
る
森
林
整
備
や
バ
イ
オ
マ
ス

利
用
な
ど
、
今
後
、
環
境
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
投
資
が
増
え
る
も
の
と
予
測
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
の
南
会
津
町
の
農
林
業
政
策
は
日
本
社

会
全
体
が
抱
え
る
諸
問
題
を
解
決
す
る
事
例
と

し
て
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

農
商
工
連
携
を
体
系
的
に
進
め
、
再
な
る
地

域
資
源
の
活
用
を
目
指
し
、
南
会
津
発
の
産
業

起
こ
し
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
第
三
セ
ク
タ
ー
「
み
な
み
や

ま
観
光
株
式
会
社
」
と
一
般
財
団
法
人
と
し
て

「
南
会
津
町
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
雇
用
の
不
安
と
介

護
や
教
育
分
野
に
お
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
る
体
制
が
整
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

住
民
の
み
な
さ
ん
と
の
協
働
の
絆
が
更
に
強
固

に
な
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
「
志
と
行
動
」
の
も
と
で
、

あ
り
が
と
う
の
輪
が
ど
こ
ま
で
も
広
が
り
、
肯

定
的
で
熱
意
あ
る
協
働
の
町
づ
く
り
の
た
め
誠

心
誠
意
努
力
し
、「
真
実
の
行
動
」
が
実
現
で

き
る
一
年
に
し
て
い
く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
重
ね
て
今
年
一
年
が
活
力
に
満
ち

た
年
と
な
り
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
喜
び
多
い

一
年
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
ご
念
じ
申
し
上
げ

ま
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

南
会
津
発
の
産
業
起
こ
し

　
　
　
　
そ
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
へ

「
真
実
の
行
動
」
が
実
現
で
き
る
一
年
に
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トレイルランニング

　『やまなみを走ろう Vol.2』が開催
■１０月３１日～１１月１日

　「やまなみを走ろう vol.2」が、伊南地域の久川城
跡周辺で開催され、首都圏などから１０名の方が参
加しました。
　当日は、講師に招いた三

み わ

輪主
かずひこ

彦さん（大人のため
の科学塾「みわ塾」主宰）を先頭に、最高の秋晴れ
の中、里山の秋を楽しみました。
　参加者からは、「南会津の人の温かさに触れうれし
かった。必ずまた南会津を訪れたいです」など、心
温まる声がきかれました。 伊南川周辺の土手やあぜ道などを走る参加者

三匹獅子凧
だこ

 大空に舞い揚がる
■１１月１３日

　三匹獅子を描いた大凧の凧揚げが、田島地域下塩
江地区で行われ、下塩江地区住民が参加しました。
　三匹獅子の大凧は、地元住民からなる「下塩江福
祉ネットワーク（大竹 力 代表）」が地域の安全を願
い作成したもので、住民が見守るなか見事大空に舞
い揚がりました。
　その後、この大凧は塩江地区の国道２８９号沿い
に飾られました。また、夜間はライトアップされ、
地区住民の思いが通じたのか、照らされた三匹獅子
が下塩江地区を見守っているようでした。

下塩江地区のみなさん

桐朋学園芸術短期大学オーケストラ公演
■１１月２９日

　御蔵入交流館文化ホールで、桐朋学園芸術短期大
学オーケストラ公演が開催されました。
　公演では、客席もいっしょに合唱で参加するなど、
客席と舞台が一体となった温かい雰囲気のコンサー
トでした。
　また、町では、同短期大学と連携し学生が南会津地
域の小学校を訪れる「学校訪問コンサート」を行なっ
ています。学校訪問コンサートを通した南会津との
ふれあいは、大学生にとっても子どもたちにとって
も、とてもすばらしい出会いになっています。

子どもたちに好評な「学校訪問コンサート」

商工会青年部主張発表会津地区大会で最優秀賞受賞！

■１２月９日

　商工会青年部主張発表会津地区大会が会津若松市
ホテルニューパレスで行われ、伊南地域の平野貴裕
さんが見事最優秀賞に輝きました。
　主張発表会は、地域リーダーとしての意識高揚、
若手経営者や後継者としての資質向上、そして地域
活性化に資することを目的に行なわれました。
　受賞した平野さんは、伊南地域の『古町まつり』
における青年部活動を中心に発表しました。
　今後は、会津地区代表として平成２２年５月に開
催される県商工会青年部トップセミナーで主張発表
の県大会に出場します。
　平野さん、頑張ってください。

最優秀賞に輝いた平野さん（左）
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南会津地区保護司会に感謝状
■１２月１４日

　南会津地区保護司会が、東北地方更生保護委員会
委員長から感謝状が贈呈され、町長室へ報告に訪れ
ました。
　南会津地区保護司のみなさんは、３年間にわたり、
福島市の更生保護法人「至道会」への多額の寄付など、
犯罪や非行をした人々の社会復帰のための更生保護
推進の功績が認められ贈られました。

報告に訪れた湯田耕衛さん（左）と大山義幸さん（中央）

町内４スキー場共通シーズン券贈呈
■１２月１７日

　アルペンスキー競技福島県強化指定選手と指導者
に、町内４スキー場共通シーズン券が贈呈され、町
長から星彩香さん（荒海中３年）に手渡されました。
　町内４スキー場で構成される「会津高原スキー場
連絡協議会」から贈呈されるもので、強化指定選手
と指導者へ、練習環境の支援を目的に贈られました。
　星さんは、「受験で大変ですが、東北大会、全国大
会へ出場できるよう頑張ります」と決意を語りまし
た。がんばれ、南会津のスキーヤー！

共通シーズン券を受け取った星さん（中央）

南会津警察署より署長感謝状贈呈
■１２月２８日

　南会津警察署長感謝状の贈呈式が、南会津警察署
で行われ、斎藤泰弘署長から一人ひとりに感謝状が
手渡されました。
　これは、警察署の業務活動に協力した個人や団体
に贈られるもので、町内からも７名の方と４団体に
贈られました。

　◇受賞者

　　押部 康二さん、大山 宏さん、小椋 勲功さん、

　　高橋 恭平さん、高橋 照孝さん、芳賀 貞三さん、

　　湯田 喜祐さん

感謝状を受け取る高橋恭平さん（右）

　◇受賞団体

　　会津高原夢開発株式会社、荒海防犯協会、

　　株式会社田島ドライビングスクール、

　　有限会社みなみ葬祭

シルバー人材センターから南会津町へ門松寄贈

■１２月２８日

　今年もシルバー人材センターから南会津町へ立派
な門松が寄贈されました。
　寄贈された門松は、田島地域の会津田島駅前交差
点の無料休憩所でセンターのみなさんが作成したも
ので、本庁の正面玄関に飾られています。
　どなたでも利用できる無料休憩所は、開放期間が
３月末まで延長されました。無料休憩所内は、田島
写真クラブの写真や高齢者の作品が展示されおり、
今後は畳を敷いた「畳コーナー」も設ける予定。
　事務局長の星紀夫さんは、「目の前を通る地域巡回
バスの待合など気軽に無料休憩所を利用してほしい」
と笑顔で語ってくれました。

立派な門松を寄贈してくださったシルバー人材センターの
みなさん。左から星豊吉副理事長、湯田町長、湯田平蔵理事、

渡部博美理事長
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し
て
作
ら
れ
た
電
力
の
う
ち
、
自
宅
で
余
っ

た
電
力
を
こ
れ
ま
で
の
倍
程
度
の
価
格
で
あ

る
48
円
／
kWh
で
電
力
会
社
に
売
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
。　

　

こ
の
制
度
に
よ
り
、
日
本
の
太
陽
光
発
電

導
入
量
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
の
多
様
化
に
加
え
て
、
温
暖
化
対
策
や
経

済
発
展
に
も
大
き
く
貢
献
で
き
ま
す
。

　

http://www.enecho.meti.go.jp/

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

kaitori/

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
太
陽
光
発
電
買
取
制
度
室

　

０
３
（
３
５
０
１
）
１
５
１
１

南
会
津
町
家
庭
教
育
講
演
会
の
開
催

　

子
ど
も
た
ち
は
町
の
宝
で
す
。
み
ん
な
で

す
こ
や
か
な
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
願
っ
て
、

子
育
て
に
つ
い
て
学
び
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
演
目

　

「　

子
育
て
の
鉄
則　

」

■
講
師

　

星 

幸
広 

氏

　

(

千
葉
大
学
大
学
院 

教
育
学
研
究
科
講
師)

　

南
会
津
町
出
身
。
学
校
法
律
問
題
解
決
支

　

援
協
議
会
委
員
と
し
て
も
活
躍
中
。

　

平
成
22
年
２
月
５
日(

金)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

18
時
30
分
～
20
時

　

南
郷
総
合
セ
ン
タ
ー　

３
階
大
集
会
室

　

本
庁
生
涯
学
習
課

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
３
１
１

平
成
22
年
度
南
会
津
町
立
舘
岩
幼
稚
園

　
　
　
　
　

入
園
説
明
会
・
１
日
入
園
開
催

　

平
成
22
年
度
舘
岩
幼
稚
園
に
入
園
を
希
望

さ
れ
る
保
護
者
の
方
に
、
「
入
園
申
し
込
み
」

「
入
園
前
の
心
構
え
」
「
準
備
品
」
な
ど
を
説

明
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
は
幼
稚
園
の
お
友
達

と
一
緒
に
あ
そ
び
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
お
子
さ

ん
と
一
緒
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
入
園
説
明
会
・
入
園
希
望
児
１
日
入
園

　

平
成
22
年
１
月
29
日
（
金
）

　
　

９
時
～

　
　
　
　
　

幼
稚
園
児
と
あ
そ
び
ま
し
ょ
う

　
　

９
時
40
分
～

　
　
　
　
　

入
園
に
つ
い
て
の
説
明
会

　

舘
岩
幼
稚
園

　

平
成
16
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19
年
４
月

　

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
南
会
津
町
に
在
住

　

す
る
幼
児
（
３
歳
～
５
歳
児
）

　

教
育
委
員
会 

舘
岩
分
室

　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
８
５

　

舘
岩
幼
稚
園

　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
４
３
０

606

℡

悩
み
や
不
安
を
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
『
心
の
健
康
』
を
取
り
戻

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
予
約
制
と
な
っ
て

い
ま
す
。
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
１
月
20
日
（
水
）

　

平
成
22
年
２
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　
　

ど
ち
ら
も
13
時
30
分
～
15
時

保
健
師
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

　

朝
に
な
る
と
お
な
か
が
痛
く
な
る
、
学
校

を
休
む
こ
と
が
多
い
、
学
校
や
職
場
に
行
け

な
い
、
部
屋
に
引
き
こ
も
り
が
ち
で
接
し
方

が
わ
か
ら
な
い
…
な
ど
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
不
登
校

や
引
き
こ
も
り
な
ど
の
悩
み
を
も
っ
て
い
る

家
族
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17
時

た
ん
ぽ
ぽ
の
つ
ど
い 

　

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
同
じ
悩
み

を
も
つ
人
と
出
会
い
、
話
し
を
す
る
中
で
、

悩
み
を
も
つ
人
や
家
族
の
こ
と
、
そ
し
て
自

分
の
こ
と
を
振
り
返
る
時
間
に
な
り
、
少
し

で
も
気
持
ち
が
軽
く
な
る
機
会
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
22
年
２
月
25
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

新
た
な
買
取
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

平
成
21
年
11
月
１
日
よ
り
太
陽
光
発
電
の

買
取
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

家
庭
で
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
使
用

太
陽
光
発
電
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か

℡

℡

問

問日

日

場

場対

問

問問

℡

℡℡

日日

日

ア

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
よ
り

子
育
て
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ど
う
ぞ
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種
別
等

21 年
発生

20 年
発生

刑法犯
　

侵
入
盗
（
空
き
巣
等
）

２

２

　

乗
物
盗
（
自
転
車
等
）

２

４

　

車
上
ね
ら
い

０

１

　

自
販
機
ね
ら
い

０

０

　

そ
の
他

３

２

事故関係
　

人
身
事
故
件
数

７

５

　

死
者

０

０

　

負
傷
者

９

６

　

物
損
事
故

38

51

遭難
　

死
者

０

０

　

負
傷
者

０

０

　

無
事
救
出

０

０

南会津署管内の事件事故発生状況について　～南会津警察署より～　平成 21 年 11 月現在

■「飲酒運転はあなたの人生を変えます！」

年末年始を迎え、飲酒の機会が増える時期です。

飲酒運転は運転免許や職を失うばかりでなく、

かけがえのない家族の平穏をも奪います。飲酒

する場所へは、車を持ち込まず、二日酔いでの

運転も絶対にしないようにみなさんで注意しま

しょう。飲んだら乗らない、乗るなら飲まない

を守り、飲酒運転による悲惨な交通事故を根絶

させ、安全で平穏な社会を築きましょう。

　　　　　　南会津警察署　℡0241-62-1140

田島地域協議会

定数：18 名

舘岩地域協議会 

定数：12 名

伊南地域協議会 

定数：10 名

南郷地域協議会 

定数：12 名

会　長 貝田　美郎 星　　廣政 林　　敏男 五十嵐文紀

副会長 渡部　文夫 星　　清信 平野五十男 酒井　惣一

委　員 渡部　　衛 木下　武司 馬場　　賢 菅家　利徳

〃 猪股　純一 星　　和憲 馬場二三子 目黒　仁助

〃 今西　　修 平野　睦夫 岡本　寛司 星　　公正

〃 有賀　伸一 星　　　近 馬場　和裕 近藤　恵美

〃 皆川　洋一 星　　朋子 山内　孝義 星　　芳正

〃 山田　　明 星　　英信 平野　恒二 五十嵐千代吉

〃 神田　茂雄 芳賀　久典 酒井　富美 星　　正人

〃 室井　勝良 橘　　和成 酒井　　愛 酒井　友一

〃 小椋　勲功 大山　義幸 塩田三重子

〃 渡部　孝二 鈴木　秀明 邊見美代子

〃 小林　悦子

〃 佐藤　秀幸

〃 遠藤　町子

〃 渡部　　章

〃 　星　　聖司　

〃 池谷久仁子

地域協議会の新たな委員が選任されました

　身近な地域の課題についての意見を行政運営に反映させ、住民自治の推進を図ることを目的とし、

４地域で設置している地域協議会の新たな委員が決定しました。

　地域協議会は、地域自治区（合併前の旧町村）の区域に関する課題について、自主的な審議・意見

提案を行うとともに、町の事務などのうち、町長等から諮問された事項（意見を求められた事項）に

ついて審議し、意見を述べることができます。また、地域自治区内の施設の設置・廃止・管理の在り方、

総合振興計画など重要事項の決定や変更については、町はあらかじめ地域協議会の意見を聴くことと

なっています。

　地域協議会は、地域の意見や考えを行政に反映させるための機能と、住民と行政の協働によるまち

づくりをより効果的に推進するための機能の、２つの顔をもった組織といえます。

地域協議会委員名簿（任期 H21.11.2 ～ H24.10.30）

■問い合わせ

　本庁総合政策課　　　℡ 0241-62-6210　　伊南総合支所振興課　℡ 0241-76-7715

　舘岩総合支所振興課　℡ 0241-78-3330　　南郷総合支所振興課　℡ 0241-72-2900
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平
成
21
年
分
所
得
税
・
平
成
22
年
度
分

　
　
　
　
　
町
県
民
税
の
申
告
相
談
が
は
じ
ま
り
ま
す

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
申
告

が
必
要
で
す
。

◆
平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
で
南
会
津
町
に

　

住
所
が
あ
り
、
平
成
21
年
中
に
何
ら
か
の

　

所
得
が
あ
っ
た
人

◆
農
業
、
商
業
、
建
設
業
、
製
造
業
な
ど
事

　

業
を
営
ん
で
い
る
人

◆
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

◆
地
代(

小
作
料
を
含
む)

、
家
賃
、
配
当

　

な
ど
の
所
得
の
あ
っ
た
人

◆
平
成
21
年
分
の
給
与
の
収
入
金
額
が
２
０
０
０
万

　

円
を
超
え
た
人

◆
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
（
農

　

業
、
不
動
産
、
利
子
、
配
当
所
得
等
）
が

　

あ
っ
た
人

◆
２
か
所
以
上
の
勤
務
先
か
ら
給
与
の
支
払

　

い
を
受
け
、
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
人

◆
土
地
や
建
物
な
ど
を
譲
渡
し
た
人

◆
昨
年
、
中
途
退
職
し
た
人

　

中
途
退
職
し
年
末
調
整
し
て
い
な
い
方
は
、

　

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
多
い
の
で

　

忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
す
る
必
要
が
な
い
人

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
申
告

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
を
し
て
い
て
給

　

与
の
他
に
収
入
が
な
い
人

◆
税
務
署
に
確
定
申
告
す
る
人

◆
65
才
以
上(

昭
和
20
年
１
月
１
日
以
前
に

　

生
ま
れ
た
人)

で
年
金
以
外
に
収
入
が
な

　

く
、
年
金
収
入
が
１
２
０
万
円
以
下
の
人

※
収
入
の
有
無
に
係
ら
ず
税
関
係
証
明
書
の

　

交
付
を
受
け
た
い
方
は
申
告
が
必
要
に
な

　

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の

　

申
告
相
談
に
は
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

◆
申
告
書 (

税
務
署
ま
た
は
町
か
ら
送
付
さ

　

れ
た
も
の)

　

　
　

申
告
書
は
申
告
会
場
に
用
意
し
て
あ
り

　

ま
す
が
、
税
務
署
ま
た
は
町
か
ら
送
付
さ

　

れ
て
い
る
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
印
鑑
（
口
座
振
替
で
所
得
税
を
納
税
さ
れ

　

る
方
は
金
融
機
関
へ
の
届
出
印
）

◆
預
金
通
帳
の
口
座
番
号

◆
自
営
業
の
方
…
収
入
・
支
出
が
わ
か
る
書
類

◆
農
業
の
方
… 

農
業
所
得
計
算
書
と
農
業

　

の
収
入
金
・
支
出
金
が
わ
か
る
資
料

◆
給
与
所
得
が
あ
る
方
… 

源
泉
徴
収
票

  

源
泉
徴
収
票
の
な
い
方
は
収
入
金
額
、
勤

　

務
先
の
会
社
名
等
が
わ
か
る
書
類

◆
年
金
収
入
の
あ
る
方
…
源
泉
徴
収
票

◆
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

　

証
明
書

　

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
社
会
保
険
料

控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
こ
の
控

除
証
明
書
（
控
除
証
明
書
の
合
計
額
以
外
の

納
付
が
あ
る
場
合
は
そ
の
領
収
書
）
を
添
付

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
平
成
21

年
中
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

で
社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合

に
は
、
必
ず
持
参
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
持
参
さ
れ
な
い
場
合
に
は
控
除
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

た
だ
し
、
給
与
所
得
者
で
す
で
に
年
末
調
整

の
際
に
給
与
所
得
か
ら
控
除
を
受
け
た
も
の

に
つ
い
て
は
そ
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
さ

れ
た
保
険
料(

税)

は
、
そ
の
特
別
徴
収
さ

れ
た
本
人
の
控
除
に
限
ら
れ
ま
す
。

◆
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険
料
の
控
除

　

証
明
書

◆
地
震
保
険
料
（
旧
長
期
損
害
保
険
）
の
控

　

除
証
明
書

◆
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
平
成
21

　

年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

　

（
あ
ら
か
じ
め
、
診
療
所
、
受
診
者
ご
と
に

　

町
で
は
、
み
な
さ
ん
に
円
滑
で
誤
り
の
な
い
申
告
書
を
作
成
、
提
出
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
２
月
16
日
か
ら
３
月

15
日
ま
で
税
の
「
申
告
相
談
」
を
行
い
ま
す
。

　
「
申
告
相
談
」
は
、
田
島
地
域
、
舘
岩
地
域
、
伊
南
地
域
、
南
郷
地
域
そ
れ
ぞ
れ
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
他
の

地
域
で
の
「
申
告
相
談
」
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
「
申
告
相
談
」
は
、昨
年
１
年
間(

平
成
21
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で)

の
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、

平
成
22
年
度
の
町
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
の
基
礎
、
児
童
手
当
の
給
付
資
料
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
所
得
証
明
書
や
課
税
証
明
書
な
ど
の
発
行
資
料
と
も
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

収
入
が
な
い
方
で
も
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
、
介
護
保
険
料
、
公
営
住
宅
使
用
料
な
ど
に
影

響
が
あ
り
ま
す
の
で
、
関
係
す
る
方
は
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
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申
告
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先
は

　

本
庁
税
務
課

　
　

０
２
４
１(

６
２)

６
１
１
０

　

舘
岩
総
合
支
所
税
務
係

　
　

０
２
４
１(

７
８)

３
３
４
５

　

伊
南
総
合
支
所
税
務
係

　
　

０
２
４
１(

７
６)

７
７
１
２

　

南
郷
総
合
支
所
税
務
係

　
　

０
２
４
１(

７
２)

２
２
２
４

　

②
平
成
21
年
か
ら
平
成
25
年
入
居
者

　

次
の
ア
と
イ
の
い
ず
れ
か
少
な
い
金
額

　

ア　

所
得
税(

※
１)

か
ら
引
き
き
れ
な

　
　
　

か
っ
た
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可
能
額

　

イ　

所
得
税
の
課
税
総
所
得
金
額
等(

※
２)

　
　
　

の
５
％
（
最
高
９
万
７
５
０
０
円
）

　

※
１
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
す
る
前
の
税
額

　
　
　

を
さ
し
ま
す
。

　

※
２
課
税
総
所
得
金
額
、
課
税
退
職
所
得

　
　
　

金
額
、
課
税
山
林
所
得
金
額
の
合
計

　
　
　

額
を
さ
し
ま
す
。

　

③
平
成
19
年
か
ら
平
成
20
年
入
居
者

　

所
得
税
で
控
除
期
間
を
15
年
に
延
長
す
る

　

特
例
が
設
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
町
県
民

　

税
民
税
か
ら
控
除
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

　

ん
。

（４）
注
意
事
項

　

町･

県
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適

用
を
受
け
る
に
は
、
勤
務
先
か
ら
配
布
さ

れ
る
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
」
の
摘

要
欄
に
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
可
能

額
」
と
「
居
住
開
始
年
月
日
」
が
記
載
さ

れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
摘
要
欄
に

必
要
事
項
の
記
載
が
無
い
場
合
、
町
県
民

税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
は
適
用
で
き
ま
せ

ん
。
所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可
能

額
が
引
き
き
れ
な
か
っ
た
方
で
、
摘
要
欄

に
記
載
が
無
い
場
合
は
、
勤
務
先
の
経
理

担
当
者
等
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

支
払
い
額
を
集
計
し
て
く
だ
さ
い
。
）

◆
そ
の
他
、
申
告
に
必
要
と
思
わ
れ
る
書
類

※
譲
渡
所
得
等
の
申
告
に
つ
い
て
は
、
税
務

署
で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
県
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い
て

　

所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
額
に
つ
い
て
は
、
翌
年
の
町
・

県
民
税
所
得
割
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可
能
額
が
所
得

税
額
を
上
回
っ
て
い
る
場
合
、
上
回
っ
た
額

を
町
県
民
税
所
得
割
額
か
ら
控
除
）

（１）
対
象
と
な
る
方

　

平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
ま
で
、
ま
た

は
平
成
21
年
か
ら
平
成
25
年
ま
で
の
間
に

入
居
し
、
前
年
分
の
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
を
受
け
た
方
で
、
控
除
し
き
れ
な

か
っ
た
額
が
あ
る
方
。

（２）
申
告
手
続
き

　

税
務
署
へ
の
確
定
申
告
ま
た
は
職
場
で

の
年
末
調
整
の
際
に
、
所
得
税
の
「
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
」
を
受
け
た
方
は
、
そ

の
内
容
に
基
づ
き
町
県
民
税
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
平
成
22

年
度
分
か
ら
は
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
税

額
控
除
申
告
書
」
の
提
出
が
不
要
に
な
り

ま
す
。

（３）
町
県
民
税
か
ら
控
除
で
き
る
額

　

①
平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
入
居
者

　

以
前
の
計
算
方
法
と
同
じ
で
す
。
計
算
方

　

法
の
詳
細
は
下
段
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

℡℡℡℡

申告相談の日程は

次ページから

　

※
勤
務
先
か
ら
町
へ
給
与
支
払
報
告
書
が

　
　

提
出
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
町
県
民
税
の
課

　
　

税
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
住
宅
ロ
ー
ン
控

　
　

除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

　
　

ん
。

平成 11 年から平成 19 年入居者の控除額の計算方法

町県民税の住宅借入金等特別控除額

　Ａ　前年分の所得税の住宅借入金等特別控除可能額

　Ｂ　税源移譲前の税率で計算した前年度分の所得税額　

町県民税の住宅借

入金等特別控除額

下記ＡまたはＢのうち

いずれか少ない金額

税源移譲後の税率で算出

した前年分の所得税額
＝ －
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月 日 曜　日 時　間 地　区 会　場

２

１６ 火

午前９時～正　　午

午後１時～午後４時

羽 塩 ・ 滝 原

農村環境改善センター

１７ 水 古 今 ・ 糸 沢

１８ 木 関 本 ・ 藤 生

１９ 金 川 島

２２ 月 中荒井

２３ 火 高 野

檜沢公民館

２４ 水 下塩江・上塩江

２５ 木 福米沢・金井沢

２６ 金 大豆渡・黒沢

３

１ 月 針 生

２ 火 栗生沢・小出原

御蔵入交流館

３ 水 水 無 ・ 田 部

４ 木 田部原１・田部原２

５ 金 長 野

７ 日 平日に申告できない方

８ 月 永 田 ・ 今 生

９ 火 宮本・横町・折橋・丹藤

１０ 水 新町・西町・上町・松下

１１ 木 後原・大町・上中町

１２ 金 中 町 ・ 本 町 ・ 東 町

１４ 日 平日に申告できない方

１５ 月 いずれの会場でも都合のつかない方

申 告 相 談 日 程 表

田 島 地 域

月 日 曜 日 時 間 地 区 会 場

２

１６ 火
午前９時～正    午

午後１時～午後４時
大新田・大橋 南郷総合支所

１７ 水
午前９時～正　　午

午後１時～午後４時
木　伏

木伏転作センター

１８ 木 午前９時～正　　午 木伏・水根沢

１９ 金
午前９時～正　　午

午後１時～午後４時 鴇　巣 鴇巣集会所

２２ 月 午前９時～正　　午

２３ 火 午前９時～正　　午

午後１時～午後４時

界

界公民館２４ 水 虻の宮

２５ 木 午前９時～正　　午 小野島

２６ 金 午前９時～正　　午

午後１時～午後４時

片　貝

保健福祉センター

３

１ 月 下　山

２ 火 午前９時～正　　午 富　山

３ 水 午前９時～正　　午

午後１時～午後４時

上平・上町

和泉田農村環境改善センター４ 木 福田・谷地

５ 金 午前９時～正　　午 乙　沢

７ 日

午前９時～正　　午

午後１時～午後４時

平日に申告できない方

南 郷 総 合 支 所

８ 月 台板橋

９ 火 宮　床

１０ 水 東・中小屋

１１ 木 上山口

１２ 金 中山口・下山口

１５ 月 いずれの会場でも都合のつかない方

南 郷 地 域

※申告相談期間中は担当職員が申告会場に出張し不在のため、指定日以外は総合支所税務係での

　申告相談はできません。

※申告相談期間中は担当職員が申告会場に出張し不在のため、本庁税務課での申告相談はできません。
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月 日 曜　日 時　間 地　区 会　場

２

１６ 火  午前９時～正　　午

 午後１時～午後４時

福 渡 ・ 松 戸 原

舘岩総合支所

１７ 水
戸中・押戸・吉高

貝 原 ・ 角 生 下

１８ 木
 午前９時 30 分～正午

 午後１時～午後３時 30 分
小高林・上ノ原・助木生 小高林公民館

１９ 金  午前９時 30 分～正午 川　衣 川衣交流センター

２２ 月
 午前９時 30 分～正午

 午後１時～午後３時 30 分
木 賊 木賊生活改善センター

２３ 火
 午前９時 30 分～正午

 午後１時～午後３時 30 分

 たのせ・穴原・前沢

 塩ノ原
塩ノ原生活改善センター

２４ 水

 午前９時 30 分～正午

 午後１時～午後３時 30 分

水　引 水 引 公 民 館

２５ 木 湯ノ花・角生上 湯ノ花温泉交流センター

２６ 金 熨斗戸・伊与戸・新田原 熨 斗 戸 集 会 所

３

１ 月 森 戸 森 戸 集 会 所

２ 火 井 桁 ・ 八 総 井 桁 集 会 所

３ 水 精舎・岩下・番屋 総合交流促進センターいわした

４ 木 高杖原・会津高原 高 杖 原 集 会 所

５ 金

 午前９時～正　　午

 午後１時～午後４時

いずれの会場でも
都合のつかない方

舘 岩 総 合 支 所

７ 日

８ 月

９ 火

１０ 水

１１ 木

１２ 金

１５ 月

申 告 相 談 日 程 表

舘 岩 地 域

月 日 曜日 時　間 地　区 会　場

２

１６ 火
午前９時～正　　午

午後１時～午後３時

上 町

伊南総合支所
１７ 水 下 町

１８ 木 道 城

１９ 金 多 々 石

２２ 月

 午前９時～午前 11 時

白 沢 白沢集会所

２３ 火 青 柳 青柳生活改善センター

２４ 水 小 塩 小塩集会所

２５ 木 宮 沢 宮沢集会所

３

２ 火 浜 野 浜野 川の交流センター

３ 水 内 川 ・ 耻 風 内川生活改善センター

４ 木 大原・小立岩 大川公民館

５ 金 大 桃 大桃集会所

７ 日

 午前９時～正    午

 午後１時～午後３時

平日に申告できない方

伊南総合支所

８ 月

いずれの会場でも
都合のつかない方

９ 火

１０ 水

１１ 木

１２ 金

１５ 月

伊 南 地 域

※申告相談期間中は担当職員が申告会場に出張し不在のため、指定日以外は総合支所税務係での

申告相談はできません。

※申告相談期間中は担当職員が申告会場に出張し不在のため、指定日以外は総合支所税務係での

申告相談はできません。

忘れずに申告しましょう
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お手持ちのテレビに「地上デジタルチューナー」をつけましょう。

今までのテレビでも地デジの番組を見ることができます。

テレビについて、大切なお知らせです
　みなさん、「地デジ」（ちでじ）ってご存知ですか？

　来年７月２４日で今までの地上アナログ放送は終了します。これに代わり、地

上デジタル放送が導入され、それに伴い、各ご家庭でもテレビをデジタル放送対

応にしていただく必要があります。地上デジタル放送の番組を見るためには、地

上デジタルテレビに買いかえるか、お手持ちのアナログテレビに「地上デジタル

チューナー」をつなぐなどの必要があります。

　今月号から、地上デジタル放送（「地デジ」）についてお知らせします。

□地上デジタルチューナー ｣をつなげれば地デジの番組を見ることができます ｡

　地上デジタルチューナーは ､お近くの電気屋さんや、家電量販店などで購入できます。

　ただし ､映像のきれいさは ､お持ちのテレビと同等になります。

□機種によっては ､データ放送や電子番組表などの地デジの機能が使えない場合があります。

□最新のディスクレコーダーなどの録画機器には、地上デジタルチューナーがついています ｡

　くわしくは販売店などにご相談ください。

「地上デジタルテレビ」と指定して買うようにしましょう。

地上デジタルテレビなら、地デジの番組や機能をそのまま楽しむことができます。

地デジを見るには①

地デジを見るには②

新しくテレビを買いかえる人は

今のテレビを引き続き使いたい人は

□地上デジタルテレビは、いろいろな製品が売られています。

　お近くの電気屋さんや、家電量販店などで買うことができます。

□地デジを見ることができるテレビには、マーク（右下）がつい

　ています。このマークを参考にして、販売店などに

　相談して買うようにしましょう。

□テレビをかえることによってアンテナもかえないと

　いけない場合があります。詳しくは販売店などにご

　相談ください。
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まずは確認ください

地デジに関するお問い合わせは・・・

　本庁総合政策課広報情報係　　℡０２４１-６２-６２１０

　舘岩総合支所振興課　　　　　℡０２４１-７８-３３３０

　伊南総合支所振興課　　　　　℡０２４１-７６-７７１５

　南郷総合支所振興課　　　　　℡０２４１-７２-２９００

または・・・

　総務省 地デジコールセンター ℡０５７０-０７-０１０１

地デジを見るには③

２０１１年７月２４日をもって地上アナログ放送は終了します

町では、地上デジタル放送の切り替えに際し、みなさんにいち早い情報の提供と分か

りやすい説明を行っていきます。不明な点がありましたら、下記までご連絡ください。
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物産品の発送運賃が全国一律 500円

～新物流システム構築事業の協力店を募集します！～

南
会津町には、冷涼な気候を活かした農産物や質

の良さと温もりを感じる林産物など、地域の特

徴を活かした数多くの物産品やお土産品があります。

そ
れらの物産品などを全国一律 500 円の運賃で発

送できる新たなシステム（新物流システム）を

構築し、地産地消の推進や新たな販路の拡大による地

域経済の活性化、そして物産品などの発送を通した町

のＰＲを行っていきます。また、観光客の方に対して

も、お土産品を手軽に発送し手ぶらで観光を楽しめる

環境を整えていきます。

①町内の小売店等で購入した物産品

　などを当該事業の協力店に持ち込

　みます。

※小売店と協力店が同じ場合もあります

②専用伝票にお届け先などを記入し、

　運賃として５００円 (ワンコイン )

　を支払い、店頭で専用段ボールに

　梱包してもらいます。

③協力店から宅配業者に荷物が引き

　渡されお届け先に発送されます
宅配業者

①対象となる物産品

　・町内で生産、または加工、販売されている物産品

　・町外で生産、加工された商品のうち、町内で販売されているお土産品

　　※町外のお店で購入した物産品や家電、衣類などの物産品以外の荷物だけを

　　　送る場合は、当該事業の対象になりません

②取扱窓口

　・新物流システム構築事業の協力店が取扱窓口になります

③利用方法

■新物流システム構築事業とは

500手ぶらｄｅワンコイン
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④協力店の登録方法

【登録条件】

　町内で物産品等を販売している小売店や農林産物を販売している直売所、店舗を

有していなくても、農産物等の生産・販売を行なっている個人農家などで当該事業

の趣旨に賛同し、地域の宅配便の発送窓口となっていただける店舗を協力店として

登録します。　

　※新物流システム構築事業によって取扱う荷物は、専用の発送伝票で管理する　

　　ため、既に宅配便の取扱窓口になっている方も当該事業に登録が必要です。

【協力店の役割】

　協力店には、当該事業で取扱う物産品専用の発送伝票と段ボールを備え付けてい

ただき、地域の発送窓口として下記の業務を担っていただきます。

　・のぼりなどの啓発資料により事業のＰＲを行う

　・お客様から発送する荷物を受入れ、専用段ボールに梱包する

　・発送運賃 500 円を徴収し、お客様から預かった荷物を宅配業者に引渡す

【登録書の提出】

　本庁総合政策課または各総合支所振興課に備え付けの「協力店登録書」に必要事

項を記入していただきます。「協力店登録書」は町のホームページからもダウンロー

ドできます。

【募集期間】

平成２２年１月１３日（水）～

新物流システム構築事業　　　＆　　　Q A

Ｑ．この制度はいつから利用できますか

Ａ．平成２２年２月からシステムを開始できる

　　ようを準備を進めます。具体的な事業開始

　　日は別途お知らせいたします。

Ｑ．指定段ボールの料金は

Ａ．無料でご利用いただけます。

Ｑ．指定段ボール以外の梱包素材を利用するこ

　　とはできますか。

Ａ．商品の保護や形状の関係で、指定段ボール

　　の使用が困難である場合は、その他の梱包

　　素材の使用も可能ですので、協力店にご相

　　談ください。

Ｑ．５００円でどのくらいの量を送れますか

Ａ．荷物に応じて大きさの違う※３種類（８０

　　サイズ・１００サイズ・１２０サイズ）の

　　段ボールを用意しますが、段ボール１箱に

　　つき５００円となります。

Ｑ．協力店から買った物しか対象にならないの

Ａ．物産品やお土産品の販売店が必ずしも新物

　　流システム構築事業の協力店であるとは限

　　りませので、その際は購入した特産品をお

　　近くの協力店に持ち込んでください。複数

　　のお店で購入する場合もまとめて協力店に

　　持ち込んでください。

Ｑ．電話やインターネットなどで注文する場合

　　も対象になりますか

Ａ．地場産品の売上向上につながりますので、

　　対象になります。

■問い合わせ

　本庁総合政策課　℡ 0241-62-6240

※段ボールのサイズは、段ボールの縦、横、高さ

　（下図ａ、ｂ、ｃ）３辺の合計になります。

・　８０サイズ

　ａ＋ｂ＋ｃ＝　８０（㎝）

・１００サイズ

　ａ＋ｂ＋ｃ＝１００（㎝）

・１２０サイズ

　ａ＋ｂ＋ｃ＝１２０（㎝）

ｃ

ｂ

ａ
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はなれて暮らしているお父さんへ

　お父さん、一人ぐらしにはもう慣れましたか。

毎日お弁当を作るのも大変だね。

　夜、電話して、聞くお父さんの優しい声がぼ

くのがんばる力の元になっているよ。

　お父さんがぼくたちとはなれて生活しなけれ

ばならなくなると分かった時、すごく悲しくて

泣いてしまって心配かけてごめんね。でも今は、

お母さんと妹と三人で元気もりもりがんばって

いるから心配しないで。

　男一人になってしまってからは、夜の戸じま

りをしっかり確認するのがぼくの担当になった

よ。この前の夜妹が (変な人が二階にいるよ！ )

なんて言ってびっくりさせるから、お母さんと

一緒にドキドキしながら見に行ったら、なんと

人の形に似ているぬいぐるみだったんだよ。思

わずほっとして笑ったけど、お父さんがいたら

安心していられたのに、とつくづく思ったよ。  

　お父さん、いつもどんな時も励ましてくれて、

力になってくれてありがとう。また金曜に帰っ

てくるのを待ってるよ。

　檜沢小学校六年　白井　友貴

身近にいる片目の不自由なあなたへ

　あなたが、居なければあの涙は流せませんで

した。あなたは、生まれつき片目の視力が無い

というとても辛い思いをしてきましたね。四度

の手術を経験したけれど、結局今も見えない状

態ですが、私は、あなたが身近に居てくれたこ

とに、感謝しています。

　目が見えないとわかった時、友達に目のこと

を言われた時、手術室に入る時、手術室から出

た時、あなたと一緒に多くの涙を流しましたね。

私は、この涙を流したくさんのことを学びまし

た。一度私は、死にたいと思ったことがありま

した。その時私は、あなたと流した涙を思い出

しました。あなたが、頑張っているのだから、

私も頑張らないと、と思い、頑張りました。あ

なたが居てくれたから、学べたこと、実感でき

た辛さ、流せた涙がありました。ありがとう。

　すばらしい涙を流さしてもらえたお礼に、私

は、あなたの片目になります。本当にありがと、

これからもずっといろんな涙を流して行こう。

檜沢中学校二年　室井　夏美

６年生の美菜子ねえちゃんへ

　みな子ねえちゃん、いつもあそんでくれてあ

りがとう。

　がっこうで、みゆをみかけると、いつもやさ

しくしゃべってくれるね。おかげで、みゆもがっ

こうで、はなせるようになったよ。小がく生に

なって、おにいちゃんやおねえちゃんがたくさ

んいて、びっくりしてはなせなくなっちゃった

んだ。ほいくしょのときは、いいたいことをな

んでもはなせていたのに・・・。

　そんなとき、みな子ねえちゃんが、たすけて

くれたんだ。まい日、休みじかんになると一年

きょうしつにきて、みゆにはなしかけてくれた

ね。みな子ねえちゃんが、にぎやかにしてくれ

たおかげで、わらうことができるようになった

んだ。わらうことができたら、いつのまにか、しゃ

べることもできたよ。

　みゆも、みな子ねえちゃんのような、やさし

いおねえちゃんになりたいな。

　みな子ねえちゃんだいすき。ほんとうにあり

がとう。

伊南小学校一年　佐藤　美結

ありがとう
優 秀 賞

ありがとう
優 秀 賞

ありがとう
優 秀 賞

ありがとうのメッセージ入賞作品集

「ありがとうのひろがる新しいまち　南会津町」を目指して

およぎをおしえてくれたおじいちゃんへ

　おじいちゃん、ぼくね、およぐのとってもに

がてだったんだ。そうこっそり話したら、すぐ

にプールにつれていってくれたね。いわきのプー

ルは、ふかくて足がつかなかったけど、おじい

ちゃんがぼくの手をもってくれたからへいき

だったよ。バタ足のれんしゅうは、なんどもな

んどもやったね。すごくつかれたけど、おじい

ちゃんが「もうちょっとだ、がんばれ！」「うま

いぞ！うまいぞ！」とおうえんしてくれたから、

ぼく、がんばれたよ。

　おじいちゃんのおかげで七メートルは、およ

げるようになったよ。あとは、学校でおじいちゃ

んがおしえてくれたことをおもい出して、がん

ばるからね。プールのあとのおばあちゃんのお

にぎりも、ももたろうのきびだんごみたいにお

いしくて元気がでたよほんとうにありがとう。

水えい大会で一位になったらでんわをするから

たのしみにしててね。

田島小学校二年　馬場　健誠

ありがとう
推 進 賞
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ね　え　ね　へ

　いつもおいしいごはん作ってくれてありがと

う。いつもおこらせてばっかりでごめんね。優

菜がお母さんとはなれてくらしているからずっ

とずっとお母さんがわりになってくれて、わが

ままばっかり言ってねえねにめいわくかけたり

してきたけどそういうのも全部きいてきてくれ

てありがとう。

　いつも習字・陸上のむかえもやってくれてあ

りがとう。ねえねががんばるぶん優菜もスポー

ツも習字も精いっぱいがんばるからね。そして

これからは、自分のことだけではなくてねえね

の手伝いもちゃんとやるからね。

　本当にいつもいつもありがとう。何事もがん

ばってね。

　優菜がかぜをひいている時も米とぎやってく

れてありがとう。

　これからもずっとお母さんがわりになってね。

またわがままやめいわくかけることがあると思

うけれどよろしく。本当にありがとう

荒海小学校六年　児山　優菜

ク　ウ　ガ

　私の家には、がんになってしまった犬がいま

す。私は、その犬「クウガ」と三才のころからいっ

しょにくらしてきました。

　私が友達とあそんでいやなことがあったとき、

いつもクウガの小屋に入り泣いていました。ク

ウガは犬だからしゃべらないけど、心配そうに

私のなみだをペロペロとなめいつも私を元気づ

けてくれました。

　今年一月、クウガの目にしゅようができ、と

ち木の病院に検査に行きました。クウガはその

病院で「がんです。」と言われました。私とお母

さんは、ずっと泣いていました。

　でも、今は「こうがんざい」という薬でがん

を治そうとしています。私はクウガががんだと

知ってから、クウガの健康に気をつけてごはん

をあげたり、とてもグウガにやさしくなったと

思います。私にできることはクウガのそばにずっ

といてあげることです。クウガのおかげで「じゅ

うい」の夢をもてたのだから・・・。クウガ、

ありがとう。

荒海小学校五年　芳賀　亜依子

天国に行ったひいおばあちゃんへ

　ひいおばあちゃん、私が小さいころ遊びに行

くと、部屋にかざってある指人形や、手作りの

ひよこの人形で遊んでくれたね。ときどき詩ぎ

んも歌って聞かせてくれたね。私にはよくわか

らなかったけれど、一生けん命歌っていたので、

大好きなんだなぁと思っていたよ。こんな一つ

一つのことが、とても心に残っています。ひい

おばあちゃんは、少し耳が遠かったけれど毎日

畑仕事をして、背すじをぴんとのばし、私も負

けそうなくらい元気もりもり九十五才のスー

パーひいおばあちゃんでした。今は天国に行っ

てしまったけれど、天国でも畑仕事をやってい

るのかなと思います。にっこり笑うと、目が細

くなって顔がしわくちゃになるひいおばあちゃ

ん。なんだか私もほおがゆるんで笑っちゃいま

した。その笑顔からたくさんの元気をもらいま

した。ひいおばあちゃんに会えてよかった。ひ

いおばあちゃんのひ孫でよかった。本当にあり

がとう。

荒海小学校五年　塚本　実樹

先生とクラスの友だちへ

　ぼくは、学校へいくのがたのしいです。でも、

ちょっとべんきょうがにがてです。みんなから

おくれちゃうこともおおいけど、いつも先生が

いっしょうけんめい教えてくれます。いっぱい

ほめてくれます。すごくうれしいです。先生、

ありがとう。

　二年生の友だちもわからないところを教えて

くれます。いっしょにあそぶことがたのしいで

す。二年の友だちにも、ありがとう。

　学校へいくのがたのしいのは、みんな、みー

んながいるからです。みんなにありがとう。

伊南小学校二年　平野　直幸

ありがとう
推 進 賞

ありがとう
推 進 賞

ありがとう
推 進 賞

ありがとう
推 進 賞

「ありがとう」という言葉は、人の心を美しくする魔法の言葉

昨年１１月１日に行われた「ありが

とうのメッセージ」表彰式・発表会

で披露された入賞作品のなかから８

作品を紹介します。
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◆乳幼児健康診査

 ※地域の指定のないものは全地域対象です。

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

　１月２０日 水 ３～４ヶ月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

平 成 ２ １ 年 ９ 月 生 ま れ

　２月　３日 水 １歳６ヶ月児健康診査

12：30 ～ 13：00

平 成 ２ ０ 年 ８ 月 生 ま れ

　２月１０日 水 ３ 歳 児 健 康 診 査 平成１８年１１月生まれ

　２月１７日 水 ３～４ヶ月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平成２１年１０月生まれ

◆乳幼児健康相談

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

　２月　９日 火 12 － 13 ヶ月児健康相談 13：30 ～ 13：45
保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

【 田 島 地 域 の お 子 さ ん 】

平成２１年１～２月生まれ

　２月１８日 木

乳 幼 児 健 康 相 談

舘岩保健センター

【 舘 岩 地 域 の お 子 さ ん 】

平成２０年１１月～　　　

　　平成２１年２月生まれ

平成２１年５～８月生まれ

　２月２２日 月 9：30 ～ 9：45 南郷保健福祉センター

【伊南・南郷地域のお子さん】

平成２０年１２月～　　　

　　平成２１年２月生まれ

平成２１年６～８月生まれ

 ※日程が変更になることがあります。 通知をご確認ください。
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平成 22 年度 各種健（検）診申込みのお知らせ

　平成 22 年度の検診申込みが始まります。昨年 12 月

に全世帯へ配布した『平成 22 年度 南会津町集団健診

の調査・申込書』で取りまとめを行っています。毎年、

全世帯のみなさんに提出をお願いしていますので、回

収にご協力ください。

◇配布方法

　各地区保健協力員をとおし、昨年 12 月下旬にすでに配

　布されております。

◇回収期限

　平成２１年１月２２日（金）

※「調査・申込書」は町の健（検）診を受けない場合でも、

　期日までに必ずご提出ください。

※提出先は、①各地区の保健協力員さん・②各地域の保

　健センター（舘岩・南郷地域 は総合支所住民課）となっ

て　います。

◇申込可能な健（検）診

　○各種がん検診

　　（大腸がん・胃がん・喀痰（かくたん）・子宮がん・

　　 乳がん・前立腺がん）

　○骨粗しょう症検診

検診 対象年齢 料金

大腸がん 35 歳以上 一律 500 円

胃がん 30 歳以上 1000 円（70 歳以上半額）

喀
かくたん

痰 40 歳以上 1000 円（70 歳以上半額）

子宮がん

（女性）
20 歳以上 1000 円（70 歳以上半額）

乳がん

（女性）
20 歳以上

1500～ 2300円（70歳以上750円）
※年齢によって料金が異なります

前立腺がん

（男性）
50 歳以上

一律 700 円　
※血液検査になります

骨粗しょう症

（女性）
30 歳以上 一律 500 円

結核 40 歳以上 無料

1・2 月の健診（検診）のご案内

　○結核検診

　○ 75 歳以上の健康診査

　○ 40 ～ 74 歳の国保加入者用人間ドック

◇その他

　40 歳～ 74 歳の方の特定健診については、加入され

　ている医療保険者へ問い合わせください。

参考：【平成 21 年度の検診一覧表】

※平成 22 年度は対象年齢、料金が変更となる場合があります
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このページの記事に関するお問い合わせは ・ ・ ・

　　　田島地域　南会津町保健センター　℡０２４１－６２－６１８０

　　　舘岩地域　舘岩総合支所住民課　　℡０２４１－７８－３３２５

　　　伊南地域　伊南保健センター　　　　　℡０２４１－７６－７１２１

　　　南郷地域　南郷総合支所住民課　　℡０２４１－７２－２２２５

１・２月の日曜当番医

　１月　３日 なかやクリニック 　TEL 0241-73-2036 

　　　１０日 小野木クリニック 　TEL 0241-76-7780

　　　１７日 愛輝診療所　　　 　TEL 0241-78-8688

　　　２４日 あべクリニック　 　TEL 0241-62-8733

　　　３１日 みなみあいづ眼科 　TEL 0241-63-3011

　２月　７日 きむらクリニック 　TEL 0241-62-5576 

　　　１４日 佐藤医院（下郷町）　TEL 0241-67-2134

　　　２１日 高橋医院　　　 　　TEL 0241-62-0040

　　　２８日 芳賀医院（下郷町）　TEL 0241-67-2128

　※ 午前中のみの診察となります　ご注意ください

■保健センター開放日■

　就学前のお子さんとその保護者の方を対象に、

保健センターを開放しています。ご利用ください！

【伊南保健センター「すこやか」】

毎週火曜日１０：００ ～１２：００

このコーナーでは、３歳児健診で虫歯のなかった

お子さんを紹介します。

今月は７人のおともだちがむし歯ゼロでした！

おめでとうございます。

みんなで目指そう、むし歯ゼロ！

むし歯ゼロで元気な笑顔

無料 子宮がん検診実施のお知らせ

子
宮頸がんは、若い世代の女性を中心に増加し

ているがんの１つです。自覚症状に乏しく、

不正出血などの自覚症状が発生したときには、治療

が長引くがんといわれています。しかし、早期発見・

治療を行うことで完治も可能な病気です。

町
では、一定の年齢に達した女性の方を対象に、

無料で子宮がん検診を実施しています。

◇検 診 対 象：平成２１年６月３０日に南会津町に住所を有する女性で、

　　　　　　　　 平成２０年４月２日～平成２１年４月１日に２０歳、２５歳、

　　　　　　　　 ３０歳、３５歳、４０歳を迎えた方

◇実施医療機関：福島県立南会津病院

◇実 施 期 間：毎週木曜日（完全予約制、定員１０名）

　　　　　　　　 ①１５時１５分（５名）　②１５時４５分（５名）

　　　　　　　　 ※平成２２年３月１８日（木）が最終となります

◇料 金：無料（自己負担はありません）

◇予 約 先：南会津町保健センター　　℡ ０２４１（６２）６１８０

　　　　　　　　 平日の午前８時３０分～午後５時（祝祭日を除く）

　　　　　　　　 ※かならず予約が必要です

　　　　　　　　 　 病院への問い合わせは混乱の原因となりますのでおやめください

◇そ の 他：今回の検診は子宮頸部がん検診となります

　　　　　　　　 予約時に詳細をご案内いたします

今
回の検診は病院で実施しますので、初め

ての方も安心して受診いただけます。集

団検診を受診できなかった方は、この機会を

ぜひご活用ください。

五十嵐 香帆ちゃん

（南郷）

丸山 紗慧ちゃん

（田島）

柏倉 杏美ちゃん

（田島）

生出 優香ちゃん

（田島）

星 響くん

（田島）

大竹 陽菜ちゃん

　　 優香ちゃん

（田島）

渡部 彩希ちゃん

（田島）



  吉
よしだ

田 正
ただし

　記念オーケストラ

■日     時　１月３１日（日）

　　　　　　　 １４：００開演　（１３：３０開場）

■入 場　全席自由　大人　１，５００円

　　　　　　　 　　　　　小人　１，０００円（高校生以下）

　　　　　　　 　　　　　※当日　５００円増し

■チ ケ ッ ト　御蔵入交流館、南屋書店、渡部書店、祇園会館

　　　　　　　 ㈱南会津観光公社、ハローショップこはま、

　　　　　　　 ブイチェーン若松屋、ヤマザキＹショップ舘岩店

■問い合わせ　御蔵入交流館文化ホール

　　　　　　 　℡０２４１（６２）６３１１

2020
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1 ～ 2月の公演

℡０２４１‐６２‐６３１１

  南会津吹奏楽フェスティバル

■日     時　２月１３日（土）

　　　　　　　 １３：３０開演　（１３：００開場）

■入 場　無料（どなたでも入場できます）

　　　　　　　 各出演団体の単独演奏や全体合同合奏、

　　　　　　　 さらにソロやパフォーマンスを加えた

　　　　　　　 フェスティバルをお楽しみください　

■問い合わせ　田島吹奏楽団　渡部

　　　　　　 　℡０９０（７０７８）８７６１

  林 英
えいてつ

哲　アコースティックコンサート 2010

■日     時　１月１６日（土）

　　　　　　　 １４：３０開演　（１４：００開場）

■入 場　全席自由　３，０００円　 ※当日　５００円増し

■チ ケ ッ ト　ローソンチケット（Lコード：25062）、南屋書店

　　　　　　　 御蔵入交流館、㈱南会津観光公社　ほか

■問い合わせ　南会津町観光協会田島観光センター

　　　　　　 　℡０２４１（６２）３０００

  谷は眠っていた ～ 富良野塾の記録 ～　作・演出　倉本 聰

■日     時　２月２１日（日）

　　　　　　　 １４：００開演　（１３：３０開場）

■入 場　全席指定　大人　３，０００円

　　　　　　　 　　　　　小人　２，０００円（大学生以下）

　　　　　　　  　　　　 ※当日　５００円増し

■問い合わせ　御蔵入交流館文化ホール

　　　　　　 　℡０２４１（６２）６３１１

指揮者に大沢可直氏、ゲストに菅原洋一氏を迎えての

笑いと涙のコンサートをお楽しみください。



検索

クリック！

新着本紹介のご案内

こんな私が大嫌い！　　　　　中村　うさぎ∥著

忍たま乱太郎　へんてこクジラをおいかけろ！の段

　　　　　　　　　　　　　　尼子　騒兵衛∥原作

パパはじどうしゃだった　　　　角野　栄子∥作

緑魔の町　　　　　　　　　　　筒井　康隆∥作

アンパンマンとみるくぼうや

　　　　　　　　　　　　　やなせ　たかし∥原作

虫はごちそう！　　　　　　　　野中　健一∥著

クローズアップ大図鑑

　　　　　　　イゴール　ジヴァノヴィッツ∥著

ローズと魔法の薬　　　　　　　岡田　晴恵∥著

シャボン玉同盟　　　　　　　梨屋　アリエ∥著

イベントのご案内

◆わくわくとしょかんワーク

　　「お楽しみ映画会」

　・日　　時：平成 22 年２月 11 日（木・祝）10：00 ～

　・場　　所：御蔵入交流館　多目的ホール

　・上映作品：「ブタがいた教室」（午前）

　　　　　　　「ハリーポッターと炎のゴブレット」（午後）

　　　　　　　※入場は無料です

　　　　　　　　当日直接会場へお越しください

【一般図書】

奇跡を起こす７つの習慣　　　　井上　裕之∥著

全盲先生、泣いて笑っていっぱい生きる

　　　　　　　　　　　　　　　新井　淑則∥著

６０歳からの仕事　　　　　　　　清家　篤∥著

変化をとらえる　　　　　　　高橋　陽一郎∥著

小さな人生論　４　　　　　　　藤尾　秀昭∥著

地域力再生　　　　　　　　　　清水　修二∥編著

菜菜ごはん　　　　　　　　カノウ　ユミコ∥著

作家の酒　　　　　コロナ　ブックス編集部∥編

ＳＯＳの猿　　　　　　　　　伊坂　幸太郎∥著

ＲＯＭＥＳ　０６　　　　　　　　五条　瑛∥著

アカシアの花のさきだすころ　　　辻　仁成∥著

龍馬伝　１　　　　　　　　　　　福田　靖∥作

ハッピー・リタイアメント　　　浅田　次郎∥著

アバター　　　　　　　　　　　山田　悠介∥著

【児童図書】

おしえて！さかなクン　１　　　さかなクン∥文・絵

クララ、いっしょに走ろう　　　今西　乃子∥著

ぼく、歌舞伎やるんだ！　　　　光丘　真理∥文 

が休館日
開館時間：10:00 ～ 18:00

南会津町図書館　℡ 0241-62-5522

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

１月の休館日 ２月の休館日

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28
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■問い合わせ

生涯学習課文化振興係　℡ 0241-62-6311

　知っていますか？　まちの文化財　　　　vol. ３１　南郷地域

大日如来座像（だいにちにょらいざぞう）：南郷地域 下山地区

こ
の大日如来座像は像高１２４. ０cm、膝幅

８５. ０cm、膝高１８. ０cm の寄木造りの黄金

仏で金
こんごうかいちけんいん

剛界智拳印であり、舟形光背全長１８０. ０

ｃｍの堂々たる如来像です。

鎌
倉時代彫刻の豪壮さと写実性の２つの特徴を

有していて、江戸時代初期を下らない像容で、

会津巨像の十指に匹敵する仏像です。

奥
会津の下山にこれだけの仏像を祭ったことは、

当時仏教の信仰・帰
き

依
い

の篤
あつ

かったことを示す

もので、信仰史上はもとより、文化財としての価値

も非常に高いことから、昭和５３年３月７日に旧南

郷村指定（現南会津町指定）文化財に指定されまし

た。

胸の前で智拳印を結び堂々と座する

大日如来座像

広報みなみあいづ　平成 2 ２年 1月号
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１月の「町長室へどうぞ」

田島地域：１月２０日（水）

　　　　　　１３：００～１５：００

※事前予約が必要となります。

　ご希望の方は１月１８日（月）までに、

　下記にご連絡ください。

　本庁総合政策課 広報情報係　℡ 0241-62-6210

手作りの美味しいお酒

■愛
あいきょう

郷の輝き

　泉崎村の愛郷の輝き交流事業報告会が村内の泉崎

カントリーヴィレッジで行われました。

　米作りから始まるこの事業は、田植えから稲刈り

まで参加者が手作業で行います。酒造りを通して、

都会から移住してきた人と村民との交流を深めよう

と毎年開催され、今年で５年目を迎えます。南会

津のみなさんも泉崎村の手作りで心のこもった清酒

「愛郷の輝き」をぜひ一度ご賞味ください。

　村内の酒類販売店で販売しておりますが、購入を

ご希望される方は、泉崎村役場総務課までご連絡く

ださい。

泉崎村より、こんにちは

ｖｏｌ．11

■問い合わせ

　泉崎村 総務課　℡ 0248-53-2111

　ホームページ　

　http://www.vill.izumizaki.fukushima.jp/

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

■
田
島
あ
た
ご
カ
ラ
オ
ケ
会

　
　
　
　
　
　

金　

五
万 

円

　
　
　
　

文
化
振
興
寄
付
金
と
し
て

◇販売価格（左から）

　　1.8 リットル　　　生原酒　2,730 円

　　1.8 リットル　　　瓶火入　2,680 円

　　720 ミリリットル　火　入　1,340 円

ご協力お願いします
　　　　　農林業センサス

　農林業センサスは、我が国の農林業の生産構造や

就業構造、農山村地域の実態を明らかにすることを

目的に５年ごとに実施している大切な調査です。

　農林業センサスには農林業の経営主に経営の現

状をお聞きする「農林業経営体調査」と市区町村と

農業集落の代表者など地域の実情に精通している

方に農山村地域の現状をお聞きする「農山村地域調

査」の２つの調査があります。

　県知事から任命された調査員が訪問し、調査対象

となる条件を満たしているかお伺いします。

　調査の対象となった場合は調査票をお渡しし、ご

記入いただきます。この調査は、統計法に基づく基

幹統計調査として実施されるため、調査以外の目的

には使用いたしません。

どんなことを調べるの？

□農林業経営体調査

　・世帯員の構成と就業状況

　・農地、山林の所有と利用状況

　・農林産物の生産販売の状況

　・農業・林業の労働力

　・農作業受託の状況　など

□農山村地域調査　

　・市区町村の総土地面積や森林面積

　・市区町村の産地直売所の数

　・農業集落内の耕地面積

　・農業集落内の地域資源

　　（農地、森林、水路等）の保全状況

■問い合わせ

　本庁総合政策課　　　℡ 0241-62-6210　　　舘岩総合支所振興課　℡ 0241-78-3330

　伊南総合支所振興課　℡ 0241-76-7717　　　南郷総合支所振興課　℡ 0241-72-2113
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南郷地域下山区で、冬の伝統行事体験ツアーを企画
伝統行事体験ツアー（早乙女踊り・おんべ）

　南郷地域下山地区では、冬の伝統行事である「早乙女踊り」と「おんべ（歳の神）」体験ツアーを企画し、

地域のよさを都会のみなさんへ伝えようとしています。

■日時：平成２２年２月１３日（土）１４日（日）

■場所：下山地区

■内容：歳の神、早乙女踊り、雪灯篭作り、郷土料理作り、

　　　　只見ゆきまつり見学、山口温泉きらら２８９入浴など

■お問い合わせ：南郷総合支所振興課　℡ 0241-72-2900

【ところで、早乙女踊りって ･･･】

この周辺農村の伝統芸能であり、南郷地域のそれは県指定重要無形

民俗文化財に登録されています。田植え姿の娘やひょっとこが五

穀豊穣や家内安全を祈願して、家々を回って踊ります。結婚、出産、

新築祝い等があった家では、特に歓迎されます。１～２月に実施す

ることが多いですが、イベントなどでも披露されています。

ふくしま文化元気ルネサンスふるさと再発見

　「創作オペラ＆子ども歌舞伎」　開催！

参加者募集中 !
スキー・スノボー、ウインタースポーツも冬の魅力の

１つですが、雪景色の中をかんじきを履いて歩いて自

然を肌で感じてみませんか？

自然の「冬」に触れて記憶に残る思い出を作りません

か？

開催日

参加資格

参加費

会場

申込締め切り

平成22年 1月 30日（土）

平成22年 1月 23日（土）

古今区内 会津山村道場、奥会津博物館周辺

どなたでも参加できます。
幼児は保護者、身体の不自由な方は介添え人の同伴をお願いします。

高校生以上 1,000 円　小・中学生 700 円

お申し込み・お問い合わせ先

南会津雪ウォーク実行委員会事務局
（株式会社　南会津観光公社） 

〒 967-0004 南会津町田島字後原 3973-1

http://www.minamiaizu.co.jp  E-mail:info@minamiaizu.co.jp
０１２０-９１５-２２１

昨年行れた下山地区早乙女踊りの様子


